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Ⅲ　年間活動
日産厚生会

第12回医学フォーラム ――――――――――――――――――――――――――――――――――

［開催日時］2026年2月7日（土）13：30～18：00
［テーマ］これからのチーム医療

［場所］東京コンファレンスセンター・品川
［参加者数］医学フォーラム204名／懇親会108名

特別講演
 座長：医学研究所　所長　松原正明

「チーム医療3.0−変容する医療者／患者を理解する−」
講師　細田満和子 氏　（社会学者・星槎大学大学院教授・東京大学医科学研究所特任研究員）

一般演題
 座長：佐倉厚生園病院　永井麻紀（薬剤科）、玉川病院　澁谷喜代美（看護部）
 O-1 肥満症のチーム医療と玉川病院の取り組み 玉川病院　内分泌・糖尿病内科　新津吉博
 O-2 知ってほしい！救急救命士の活動 玉川病院　看護部　奥村風大
 O-3 聴力検査から始まる未来のチーム医療～難聴評価から補聴器案内まで：外来看護師の関わりの実際～ 
 日産厚生会診療所　外来診療部　福井　渉
 O-4 ～みんなで創るしあわせなお産～無痛分娩を成功させるのはこんなに大変だった！
 玉川病院　産婦人科　石原愛子
 O-5 心不全多職種チームによる心不全外来の効果の検討【奨励賞】 玉川病院　看護部　トシンスキー久美子

 座長：佐倉厚生園病院　藤井尚美（看護部）、玉川病院　竹内孝夫（診療部）
 O-6 口腔機能評価OHAT導入への取り組みとその効果【ユニーク賞】  佐倉厚生園病院　看護部　根本優子
 O-7 当クリニック肺癌検診の側面像でみる椎体圧迫骨折の検討 玉川クリニック　長　晃平
 O-8 当訪問リハビリステーションにおける満足度調査とCS分析の報告 
 佐倉厚生園病院　リハビリテーション部　厚生園訪問リハビリステーション　松村崇史
 O-9 ICT見守り機器による業務効率化と利用者データの活用【最優秀賞】  佐倉ホワイエ　介護課　西條典子
 O-10 当院臨床工学科におけるスコープオペレータ業務への参入～タスクシフト・シェアの成果と現状～【優秀賞】
 玉川病院　臨床工学科　髙橋昌也

ミニシンポジウム
 座長：佐倉厚生園病院　加藤眞理子（看護部）、玉川病院　日熊麻耶（診療部）
 S-1 地域心不全チーム構築に向けた薬剤師の取り組み 
  ―玉川ハートクラブでの挑戦
  　　　　　　　　　　　　玉川病院　薬剤科　大舘祐佳
 S-2 病院機能評価受審を契機に発足した新規委員会を通して
  考えるチーム医療の重要性
  　　　　　　　　　佐倉厚生園病院　診療部　遠山和博
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玉川病院
玉川病院　初期研修医院内発表会　～Young Investigators’ Award～

［開催日］2026年2月16日（月）17：30開始
［場所］玉川病院講堂
［参加者］初期研修医7名、研修医以外の医師51名
［発表時間］発表8分（+質疑4分）
［採点方式］幹部・部長・副部長・医長（指導医除く）を審査員として、4項目の採点をする。
　　　　　40点満点、1年目には平均点の5％UPハンデあり。

［評価項目］【抄録】抄録が十分に説明されたものになっているか？
　　　　　【スライド】パワーポイントが聴衆に理解しやすく作られているか？
　　　　　【発表内容】説得力のある内容に十分準備されており、原稿の棒読みではなく聴衆に理解される話し方が
　　　　　　　　　　できているか？
　　　　　【質疑応答】説得力のある討論や質疑応答が行われているか？

［表彰式］2026年3月2日（月）
　　　　1位の横山莉奈医師（初期研修医）と吉濱れい医師（指導医）に賞状と副賞を贈呈

［演題］
 座長：リハビリテーション科　金澤俊郎
　1.左被殻出血を契機に診断されたACTH非依存性Cushing症候群の1例
 内分泌・糖尿病内科　落合明希（2年）／指導医：新津吉博

　2.サイトメガロウイルス感染症による血小板減少症をきたし免疫グロブリン静注療法を施行した一例
 内分泌・糖尿病内科　安延萌香（1年）／指導医：竹内崇人

　3.帯状疱疹後に Segmental Zoster Palsy による右下肢筋力低下を生じた1例
 脳神経内科　堀越瑠奈（1年）／指導医：日熊麻耶

　4.認知機能低下を伴ったadrenomyeloneuropathyの一例
 脳神経内科　横山莉奈（1年）／指導医：吉濱れい 

 座長：泌尿器科　奥村太輔
　5.人工股関節置換術後にS-ROM stemの折損を生じた一例
 整形外科　加瀬　希（2年）／指導医：加瀬雅士 

　6.遺残虫垂の待機手術中に偶発的に発見された低異型度虫垂粘液性腫瘍（LAMN）の1例
 消化器外科　吉田具視（2年）／指導医：大司俊郎

　7.原発性自然気胸と特発性側弯症の関連性の検討
 気胸研究センター　森下　翔（1年）／指導医：坪島顕司
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●プログラム
開式の挨拶　長尾建樹　病院長（13：00～13：10）

研究発表演題

演題記号 演　者 演　題 座　長 開始時刻

A-1
佐倉厚生園病院 
看護部
今井祐介　他

看護補助者のインシデントレポートに関する理解度と
意識の変化

藤井尚美
看護師長

13：10

A-2
佐倉ホワイエ 
介護課 
中山陽介

ICT見守り機器を活用した業務効率化と安全性の向上　　　　　　　　　　　　　　
～シルエットセンサー・眠りスキャン導入効果～ 13：20

A-3 佐倉ゆうゆうの里 
松本崇志

デジタル化で身体拘束廃止を実現する
～見守りシステム導入による科学的ケアと意識改革～ 13：30

休憩10分　（13：40～13：50）

A-4
佐倉厚生園病院
看護部
根本　優子　他

口腔機能評価OHAT導入への取り組みと効果

及川野絵子
栄養給食科長

13：50

A-5
佐倉厚生園病院
リハビリテーション部
松村　崇史

当訪問リハビリステーションにおける満足度調査と
CS分析の報告 14：00

A-6
佐倉中央病院
リハビリテーション科
南　亜沙美

E-SASを活用した訪問リハビリテーションにおける
生活参加の支援効果の検討
～独居高齢者への退院支援の一症例～

14：10

休憩10分　（14：20～14：30）

シンポジウム
60分

（各10分）

佐倉厚生園病院
看護部
縣　正興

身体拘束最小化推進チームによる拘束解除に向けた
取り組み

遠山和博
副院長 14：30

佐倉ホワイエ
看護課
長竹静子

身体拘束廃止の状況と変遷

佐倉中央病院
看護部 
佐藤健太

身体拘束に頼らないケアの実践
～多職種連携によるアプローチを用いて～

休憩10分　（15：30～15：40）

特別講演
タムスさくら病院川口 
認知症看護認定看護師 
リー博美様

身体拘束に頼らないケアの実践に向けて 印南里子
副看護部長 15：40

閉式の挨拶　　遠山正博　名誉院長 （16：40～16：50）

休憩10分（懇親会準備） （16：50～17：00）

懇親会挨拶・乾杯　　遠山和博　副院長
（17：00～17：10）

ご挨拶　佐倉中央病院病院長　岩淵康雄様・佐倉ゆうゆうの里　施設長　田中寿之様

懇親会 （17：10～17：50）

懇親会閉会挨拶　　長尾建樹　病院長 （17：50～18：00）

2025年度 佐倉厚生園病院グループ・
佐倉中央病院合同研究発表会

テーマ『身体拘束に頼らないケア』
2025年11月15日（土）実施


